
○発生が予測できない災害への防

災意識を高めるため、１１月１日

（金）、５日（火）の2日間、防災学習を実施しました。１日（金）は、

自衛隊和歌山地方協力本部担当者の方々に協力いただき、東日本大震

災における防災対策を中心とした講話、簡易担架を用いた搬送、包帯

等を用いた止血方法、緊急時におけるロープ等の結び方等の救護法実

習を行いました。５日（火）は、授業中の地震発生を想定した避難訓

練後、紀美野町消防本部担当者の方々に協力いただき、救急救命講習

を受講しました。AEDの使用法や胸部圧迫法、止血法など、様々な

応急処置方法を学びました。今後も各種訓練を積み重ね、南海トラフ

地震などの災害が起きたときには安全を確保し、命を守る行動が適切

にとれるよう、日頃から防災意識を高めてほしいと思います。

○11月９日（土）「彩（いろどり）

～共に輝く文化祭～」が行われまし

た。田村聖生徒会長の挨拶後、太鼓部の演奏、放送部の発表、有志生

徒・職員の発表などが体育館で行われました。その後、生徒の作品展

示（体育館）、各クラス模擬店等（フランクフルト、焼きそば、スープ、

的あて、フリスビーシュート）、PTA主催喫茶（コロッケ、ミンチカツ、

ワッフル、コーヒー、紅茶等）も行われました。保護者、卒業生、地

域の方々など数多くの来校者をお迎えし、校内は大変賑わいました。

最後は生徒会主催のビンゴ大会、太鼓部による演奏と続き大いに盛り

上がり、「共に輝き、心が一つ」になった文化祭でした。

○１１月２１日（木）「ドライ

ビングスクールかいなん」にご

協力いただき、交通安全教育講習会を開催しました。バイク通学生等原付

免許取得者は、単車点検、乗車基本姿勢、危険回避、車間距離、バランス

などコースを実際に走行しながら実技指導を受けました。その他の生徒は

「リアルドライビング・シミュレーション」を体験するとともに、交通安

全についての講義を受けました。生徒たちは真剣に講義を聞き、交通事故

の怖さ、危険予知の難しさ等を学びました。交通法規の遵守、安全に対す

る心構えなど“命を大切にすること”をあらためて確認することができた１日でした。

○１１月１５日（金）マラソン大会を開催し

ました。グラウンドをスタートし、国道３７０号

線沿いの男子６.５㎞、女子４.５㎞のコースを走りました。生徒たちは、日頃
の体育の授業の持久走で走力・体力を蓄えて、自然豊かな山々の長距離コー

スに臨み、タイムを計って順位を競いました。それぞれペースで、持っている力をすべて出し切り、全員完走

しました。

１２月の主な行事１２月の主な行事
・ ４日（水）期末考査 ※～１０日（火）まで ・１８日（水）三者面談 ※～１９日（木）まで

・１２日（木）地域清掃（カーブミラー等） ・２０日（金）高校生のための性教育講座（いのちの話）

・１３日（金）落葉清掃（焼き芋大会） ・２４日（火）終業式・大掃除

「分校の窓から世界が見える」
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